
小
池
　
利
成
　
　
柴
田
　
長
次

伊
奈
　
孝
　
　
　
庄
司
　
寛

志
村
　
正
之
　
　
佐
藤
　
義
光

高
部
　
正
夫
　
　
程
原
　
英
一

奥
秋
　
弘
行
　
　
杉
田
　
陽
治

臼
井
　
豊
子
　
　
三
宅
　
貞
通

○
病
院
関
係

澁
谷
　
順
　
　
　
亀
田
　
栄
一

太
田
　
光
男
　
　
小
俣
　
年
男

池
谷
　
建
夫
　
　
兵
道
啓
次
郎

都
留
市
老
人
ク
ラ
ブ
歌
謡
教
室

都
留
市
老
人
ク
ラ
ブ
舞
踊
教
室

芙
蓉
会

○
土
地
提
供
関
係

小
林
　
孝
一
　
　
藤
本
　
重
雄

藤
本
　
明
久
　
　
天
野
　
正
之

小
俣
　
以
清
　
　
長
田
　
孝
男

小
俣
　
宏
　
　
　
溝
口
　
茂

花
田
　
武
男
　
　
小
泉
　
英
和

板
倉
　
治
成
　
　
石
井
　
一
伊

石
原
　
宏
之
　
　
蕪
木
　
清
二

関
口
　
満
蔵
　
　
相
川
　
満

磯
　
　
珠
江
　
　
前
田
　
裕
邦

米
山
　
浩
　
　
　
高
部
　
健
造

中
村
　
重
光
　
　
藤
江
　
了
造

深
沢
　
民
雄
　
　
藤
江
　
章
次

天
野
　
昌
男
　
　
奥
秋
　
家
房

渡
邊
　
勝
太
　
　
水
岸
美
恵
子

志
村
　
晴
雄
　
　
高
戸
　
宣
人

小
俣
　
啓
作
　
　
前
田
　
瑛
治

(

株)

ト
ー
コ
ン

(

株)

第
一
石
産
運
輸

仲
町
大
神
社
　
　
金
山
神
社

円
通
院

中
込
　
榮
重
　
　
磯
部
　
正
波

棚
本
　
安
男
　
　
小
林
　
登

水
越
　
攻
　
　
　
川
上
　
長
明

近
藤
　
良
子
　
　
奥
脇
　
忠
幸

相
澤
　
節
子
　
　
深
山
み
さ
子

大
津
さ
ち
ゑ

楽
山
公
園
に
花
を
咲
か
せ
る
会

刀
　
融
　
　
　
佐
藤
　
政
利

内
藤
　
盈
成
　
　
三
枝
　
榮
三

山
本
　
幸
雄
　
　
小
石
澤
克
己

酒
井
　
利
光
　
　
奥
脇
　
忠
幸

小
林
　
三
良
　
　
渡
邉
　
章

太
田
友
美
恵
　
　
小
野
田
泰
子

○
教
育
関
係

平
林
　
利
英
　
　
西
室
　
陽
一

黒
板
　
行
二
　
　
西
室
　
泰
三

菊
池
真
知
子

(

株)

セ
ル
バ
十
日
市
場
店

(

株)

ワ
タ
ナ
ベ
パ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
福
祉
関
係
　

重
森
ま
す
よ

富
士
五
湖
歌
謡
連
盟

禾
生
地
区
ゴ
ル
フ
愛
好
会

都
留
舞
踊
連
盟

都
留
仏
教
会

棲
月
院
講
一
同

青
藍
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

丸
統
富
士
吉
田

青
果
商
業
協
同
組
合

都
留
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
山
梨
第
10
団

金
井
老
人
ク
ラ
ブ
叶
会

宮
原
エ
コ
ク
ラ
ブ

○
ま
ち
づ
く
り
関
係

増
田
　
曙
美
　
　
藤
江
　
明
雄

長
田
　
茂
夫
　
　
島
崎
　
透

心
に
し
み
る
歌
の
花
束
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

都
留
市
社
交
ダ
ン
ス
連
盟

都
留
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ

サ
ン
パ
ー
ク
都
留
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
梨
県
ス
キ
ー
連
盟

富
士
吉
田
市
ス
キ
ー
連
盟

○
地
域
社
会
振
興
関
係

仲
野
　
定
雄
　
　
森
嶋
　
林
造

梅
田
　
昭
　
　
　
和
田
　
務

水
越
　
洋
　
　
　
中
村
　
忠
一

市
制
52
周
年
を
記
念
し
て
、
４
月
29
日（
土
）に
都
留
市
文
化
ホ
ー
ル(

う
ぐ

い
す
ホ
ー
ル)
に
お
い
て
記
念
式
典
及
び
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
来
賓
の
方
々
や
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
約
６
０
０
名
が
出
席
し
、

市
長
の
式
辞
、
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
、
叙
勲
受
章
者
な
ど
の
顕
彰
や
市

政
に
協
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
奥
脇

忠
幸
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
あ
と
、
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
力
強
い
万
歳
三
唱
が
行
わ

れ
、
記
念
式
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
と
併
せ
て
、
第
６
回
都
留
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
や
交
流
・
体
験
、
食
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
日
頃
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
な
ど
、
多
く

の
市
民
の
方
が
参
加
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
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（
順
不
同
・
敬
称
略
）


